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１　刑事手続の概要

２　捜査活動への協力のお願い

３　被害者等が利用できる制度

４　各種相談機関・窓口

犯人が20歳以上の者の場合
犯人が14歳以上の少年である場合
犯人が14歳未満の少年である場合
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犯人が20歳以上の者の場合

ひ　ぎ　しゃ

刑事手続の概要１

20歳以上の者
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　なお、少年が凶悪な犯罪を犯した場合など、20歳以上の者と同様の
刑事処分をすべきであると認められる場合には、事件を検察庁へ送り
返します。( これを「逆送」といいます。)。この場合、少年は原則と
して裁判にかけられ、20歳以上の者の刑事事件と同様に刑罰を科すか
どうか審理されます。
　特定少年は、18歳未満の少年に比べ、原則逆送する対象事件の範囲
が広くなります。

犯人が14歳以上の少年である場合

　警察では、14歳以上の少年は、20歳以上の者の場合と同様に捜査を
行います。 

　法定刑が罰金以下の犯罪を犯した場合は、警察から、家庭裁判所に
直接事件を送致します。
　なお、18 歳以上の少年は、「特定少年」と位置付けられ、刑の軽重に
かかわらず、全ての事件を検察庁に送致します。
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犯人が14歳未満の少年である場合
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事件手続の流れ（図解）
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※

※　令和 4 年 4 月に施行された改正少年法により、18 歳及び 19 歳の少年は「特定少年」と
　　位置付けられ、17 歳以下の少年と手続が一部異なることがあります。
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事情聴取

捜査活動への協力のお願い２
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証拠品の提出

実況見分等への立会い

解剖の実施

裁判での証言
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被害者等に対する支援制度

被害者等が利用できる制度３
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刑事手続、捜査状況の情報等に関する制度

※　事件のことを思い出したくないといった、何らかの理由により警
察から連絡してほしくない場合は、担当の捜査員にその旨をお伝え
ください。
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裁判で利用できる制度
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更生保護において利用できる主な制度

安全の確保に関する制度
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経済的支援や各種福祉制度
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給付金の申請

給付金の支給制限

他の公的給付や損害賠償との調整

（内線2182～2184）
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民 事 裁 判
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精神的被害の支援

感情面

思考面

行動面

身体面
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各種相談機関・窓口４
警　　察
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佐賀県・市町

　また、佐賀県では、被害者等が被害後の経過等を記録するためのノー　また、佐賀県では、被害者等が被害後の経過等を記録するためのノー
ト“編む”を作成配布していますので、是非ご利用ください。ト“編む”を作成配布していますので、是非ご利用ください。

総務政策課

防災・減災課
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民間被害者支援団体 佐賀VOISS
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検　察　庁

保護観察所

法務省の人権擁護機関
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日本司法支援センター 法テラス
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暴力追放運動推進センター

配偶者暴力相談支援センター

☎0952-26-0018
（女性総合相談）

☎080-6426-3867
（男性総合相談）

☎0952-26-1212

（直通）
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（公財）犯罪被害救援基金

（公財）日本財団（まごころ奨学金）
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その他

児童家庭相談

母子（父子）相談
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